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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　Ｎ本の選択ラインのうち１本の選択ライン（ｒｎ）およびＭ本データラインのうち１本
のデータライン（ｃｍ）を用いて各々がアドレス指定可能な、能動ゾーン（ＺＡ）内でＮ
行Ｍ列に配置されたＮ×Ｍのピクセル電極（ＥＰｎ，ｍ）を含む、液晶ディスプレイ用の
能動マトリクスであって、
　液晶キャパシタンスを前記ピクセル電極と連携させる追加静電容量を供給する蓄積キャ
パシタ（Ｃｓｔ）と、
　基本安定化キャパシタ（ＣＬｎ－１，ｍ）と
　を備え、
　前記選択ラインは、マトリクスの各ピクセル電極（ＥＰｎ，ｍ）において高出力インピ
ーダンス型のラインドライバ（１）によって順次制御され、
　前記蓄積キャパシタ（Ｃｓｔ）は、前記ピクセル電極（ＥＰｎ，ｍ）をアドレス指定す
る前記選択ライン（ｒｎ）とは異なる選択ライン（ｒｎ－１）および前記ピクセル電極と
接続され、
　前記基本安定化キャパシタ（ＣＬｎ－１，ｍ）は、一端が前記ピクセル電極（ＥＰｎ，

ｍ）をアドレス指定する前記選択ライン（ｒｎ）と異なる選択ライン（ｒｎ－１）および
前記蓄積キャパシタと接続され、他端が前記マトリクスの各選択ラインのための直流基準
電圧（Ｖｒｅｆ）の導電バスと接続され、Ｍ個の基本安定化キャパシタが、前記能動ゾー
ンの前記選択ラインと並列に接続され、前記選択ラインと前記直流基準電圧（Ｖｒｅｆ）
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の間に接続された選択ライン（ｒｎ）用のライン安定化キャパシタ（ＣＬｎ）を形成し、
前記選択ラインの前記ライン安定化キャパシタが、前記選択ラインが非選択で高インピー
ダンス状態にある間、前記選択ラインの平面容量を増やす
　ことを特徴とする、能動マトリクス。
【請求項２】
　前記基準電圧（Ｖｒｅｆ）が、前記マトリクスの全ての安定化キャパシタに共通である
ことを特徴とする、請求項１に記載の能動マトリクス。
【請求項３】
　ある選択ラインにおける前記安定化キャパシタの前記第２電極が、少なくとも１個の絶
縁レベルにより当該ラインのレベルから分離された選択ラインに対向する部品を少なくと
も含む導電バス（ＳＰ）により形成されることを特徴とする、請求項２に記載の能動マト
リクス。
【請求項４】
　前記導電バス（ＳＰ）が、前記データライン（ｃｍ，ｃｍ＋１）に並列な垂直導体（Ｂ

ｍ，Ｂｍ＋１）のネットワークを含むことを特徴とする、請求項３に記載の能動マトリク
ス。
【請求項５】
　前記導電バス（ＳＰ）が、前記選択ライン（ｒｎ－１，ｒｎ）に並列な水平導体（Ｂｎ

－１，Ｂｎ）のネットワークを含むことを特徴とする、請求項３に記載の能動マトリクス
。
【請求項６】
　前記水平または垂直導体が、前記選択および／またはデータラインに対応する１個以上
のレベルに形成されることを特徴とする、請求項４に記載のマトリクス。
【請求項７】
　前記導電バス（ＳＰ）が、前記選択およびデータラインの上方または下方に形成された
導電面により、かつ少なくとも１個の絶縁レベルにより当該ラインのレベルから分離され
たレベルにおいて形成されることを特徴とする、請求項３乃至５のいずれか一項に記載の
能動マトリクス。
【請求項８】
　前記導電バス（ＳＢ，ＳＰ）が、前記マトリクスの既存の導電面（ＧＰ）上に、または
これにより形成されていることを特徴とする、請求項６に記載の能動マトリクス。
【請求項９】
　前記導電バスが、少なくとも１個の絶縁レベルにより前記ピクセル電極から分離された
レベルに、ピクセル電極に対向する部分を含むことにより各ピクセル電極に追加的な蓄積
キャパシタが形成されることを特徴とする、請求項３乃至８のいずれか一項に記載の能動
マトリクス。
【請求項１０】
　請求項１または２に記載の能動マトリクスを含むマトリクス型液晶ディスプレイ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明はマトリクス型液晶ディスプレイ（ＬＣＤ）、特に能動マトリクス・ディスプレ
イに関する。
【背景技術】
【０００２】
　能動マトリクス・ディスプレイは、表示したいデータに対応するグレー・レベルを表示
すべくピクセルアドレス指定装置により適切に制御される、各ピクセル内の能動素子を含
んでいる。
【０００３】
　ピクセルアドレス指定装置は通常、各ビデオフレーム上で１個ずつ順に行が選択される
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ようにディスプレイ上の行選択ラインを制御するラインドライバと呼ばれる制御回路およ
び、表示したいデータに対応する電圧レベルを列に印加する一般に列ドライバと呼ばれる
ディスプレイ上のピクセル列制御回路を含んでいる。以下において、ドライバまたはドラ
イバ群という用語は、当該制御回路またはアドレス指定装置を指す。当該ドライバは、能
動マトリクスと同一基板上で当該マトリクスの周辺に、かつ同一製造技術により形成され
ている場合、一体化されていると言われる。
【０００４】
　最新のアモルファスシリコン技術によれば、一体型ラインドライバはトランジスタ負荷
、従って当該トランジスタの閾値電圧のドリフトを制限すべく高出力インピーダンス型で
ある。この種のドライバにおいて、ラインが選択されていない場合（ディスプレイへのア
ドレス指定時間の９９％を超える時間に相当）、いわゆる浮動状態にある。この状態では
、ラインは全ての寄生変動、特にラインと列の交差に起因する容量結合に関する変動に感
応する。より正確には、各々の新たに選択されたラインについて、表示したいデータがデ
ィスプレイの全ての列に適用され、ラインと列間の交差に起因する容量結合の結果、選択
されていないラインの電圧レベルは当該列において変動する。これはディスプレイの表示
品質に影響を及ぼす。
【０００５】
　特に、当該結合に起因してディスプレイ上で不要なラインの選択が行なわれ、その結果
、当該ラインのデータが変更される恐れがある。これがいわゆる複数行選択問題である。
【０００６】
　能動マトリクスの各ピクセル電極に関連付けられた蓄積キャパシタの製造に用いる方法
によっては、他の不要な影響が生じる恐れがある。特に、画素行選択ラインを用いて蓄積
キャパシタを製造する場合に、当該結合はまた、蓄積キャパシタを介してピクセルに蓄積
された電圧レベルを変動させる恐れがあり、表示品質に影響を及ぼす。
【０００７】
　更に、そのような構造において、各ラインの総キャパシタンスは、蓄積キャパシタを介
して当該ラインのピクセルに表示されるビデオ情報に依存する。この総キャパシタンスは
第一近似として、当該ラインと当該マトリクスの各列との間の全ての結合キャパシタンス
の合計に、当該ラインで生じた付随する液晶キャパシタンスと直列である全ての蓄積キャ
パシタンスの合計を加えたものに依存する。この依存性により表示の不均一性が生じる恐
れがある。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　本発明の目的の一つは、このようなラインドライバの利用に関する様々な短所を解決す
ることである。
【０００９】
　各ラインに安定化キャパシタを設置することにより、これらの様々な短所を解決し、特
に寄生結合への感応性を除去する一つの技術的な解決策が本発明において見出された。当
該キャパシタの値は、ラインを安定させてビデオ妨害を抑制するのに十分大きく、例えば
ディスプレイ画面のグレー・レベルのスケールのピッチより低いレベルに選択される。各
マトリクス選択ラインに設置された当該キャパシタは、付随するラインレベルを安定させ
ることができる。ディスプレイの動作およびディスプレイの性能、特に表示の均一性が向
上する。
【００１０】
　本発明の別の目的は、修理ゾーンを好適に用意することにより、各ラインにおけるその
ようなキャパシタの設置に関する製造効率の低下を防ぐことである。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　従って、本発明は液晶画面の能動マトリクスに関し、当該マトリクスは、Ｎ本の選択ラ
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インのうち１本の選択ラインおよびＭ本のデータラインのうち１本のデータラインを用い
て各々がアドレス指定可能な、能動ゾーン内の複数のピクセル電極と、当該マトリクス内
の各ピクセル電極に接続している蓄積キャパシタとを含み、各選択ライン毎に、ライン安
定化キャパシタを含んでいて当該キャパシタ内で第１電極が前記選択ラインに接続し、か
つ第２電極が基準電圧に接続していることを特徴とする。
【００１２】
　本発明の一実施形態によれば、前記安定化キャパシタは、ディスプレイの能動ゾーンの
外側に形成されている。当該キャパシタは、ディスプレイの関連付けられた選択ラインと
基準レベル、通常はライン制御回路のアナログ電源中の基準レベルとの間に接続されてい
る。
【００１３】
　ディスプレイの修理を容易にする一つの改良において、前記安定化キャパシタは基本キ
ャパシタの並列な組で形成されている。
【００１４】
　本発明の別の実施形態によれば、選択ラインの安定化キャパシタは能動ゾーン内に形成
されており、少なくとも１個の絶縁層により当該ラインのレベルから分離された選択ライ
ンに対向する部品を含む導電バスを用いて、前記ラインに沿って分散されている。当該バ
スは、導電面により、あるいは並列、垂直または水平な導体のネットワークにより形成さ
れていてよい。本発明によるライン安定化キャパシタの導電バスは好適には、各ピクセル
に対して追加的な蓄積キャパシタを形成することができる。
【００１５】
　本発明はまた、能動マトリクス等を含む液晶マトリクス・ディスプレイにも関する。
【００１６】
　本発明の他の利点および特徴は、本発明の説明のために提供する非限定的な以下の記載
を添付の図面を参照しながら精査することでより明確になるであろう。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１７】
　図１に、Ｒｏｗｎ－１、ＲｏｗｎのようにＮ行、かつＣｏｌｍ、Ｃｏｌｍ＋１のように
Ｍ列で構成されたＮ×Ｍ個のピクセルを含む、現行技術によるディスプレイの能動マトリ
クスを模式的に示す。各ピクセルは、マトリクスの選択ラインおよびデータラインにより
アドレス指定することができる。一般に「ラインドライバ」と呼ばれる選択ラインの制御
回路１は、Ｎ本の選択ラインの各々に連続的なアドレス指定信号を送る。特に、行Ｒｏｗ

ｎ－１およびＲｏｗｎの選択ラインｒｎ－１およびｒｎを制御する。
【００１８】
　一般に「列ドライバ」と呼ばれる列制御回路２は、Ｍ個のピクセル列に関連付けられＭ
本のデータラインの各々に示すグレー・レベルに対応する電圧レベルを印加する。ディス
プレイの各ピクセル列毎に、列ドライバ２により制御されるデータラインが存在する。特
に、データラインｃｍ、ｃｍ＋１は各々、列Ｃｏｌｍ、Ｃｏｌｍ＋１に関連付けられたデ
ータラインである。
【００１９】
　ラインドライバ１と列ドライバ２はマトリクスに一体化できる。この場合、これらはマ
トリクスの能動ゾーンの周囲に形成される。換言すれば、ゾーンはピクセルを含んでいる
。これらはまた、マトリクスの外部にあってもよい。
【００２０】
　図に示す例のように、第ｎ行Ｒｏｗｎおよび第ｍ列Ｃｏｌｍに位置するピクセルＰｎ，

ｍが存在する。当該ピクセルは、行Ｒｏｗｎに対応する選択ラインｒｎの選択、および列
Ｃｏｌｍに対応するデータラインｃｍの表示電圧の印加によりアドレス指定することがで
きる。
【００２１】
　各ピクセルは、能動マトリクスに形成された導電電極であるピクセル電極ＥＰｎ，ｍを
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含んでいる。当該電極は、透過的アプリケーションでは透明、反射的アプリケーションで
は不透明である。
【００２２】
　ディスプレイは能動マトリクス、対極を形成する基板、およびマトリクスと対極の間の
液晶を含んでいる。ピクセル・キャパシタが、能動マトリクス上の各ピクセル電極とディ
スプレイの対極ＣＥとの間に形成されている。
【００２３】
　ピクセルＰｎ，ｍのピクセル電極ＥＰｎ，ｍは、能動スイッチング素子、通常は図に示
すトランジスタにより制御される。ピクセルＰｎ，ｍは従って、列ドライバ２により制御
されるデータラインｃｍとピクセル電極ＥＰｎ，ｍの間に直列に接続されたトランジスタ
Ｔｎ，ｍに関連付けられている。当該トランジスタは、考慮対象であるピクセルに対応し
ていてラインドライバ１により印加される行選択信号により制御される。実際には、当該
トランジスタのゲートは考慮対象である行の選択ラインに接続（またはこれにより形成）
されている。実際には、単一行のトランジスタゲートは全て、ラインドライバが行選択信
号を印加する能動マトリクスの同一導電ラインに接続（またはこれにより形成）されてい
る。
【００２４】
　ピクセルに関連付けられたトランジスタは、対応する行選択ライン、例えばピクセルＰ

ｎ，ｍの場合は行ｒｎに選択信号を印加し、かつ関連付けられたデータラインに帯電させ
る電圧を、例えばピクセルＰｎ，ｍの場合はデータラインｃｍに印加することにより有効
にされる。選択行にアドレス指定された場合に、ピクセルに関連付けられたトランジスタ
はこのように、表示したいグレー・レベルを表わす電圧に当該ピクセルＰｎ，ｍを帯電さ
せる。ラインが選択されていない場合、トランジスタは当該ピクセルをマトリクスの残り
の部分から分離する開回路に等価であるため、帯電された電圧レベルをビデオフレームに
必要なだけ長く維持できるようにすべきである。
【００２５】
　これを実現するには、寄生平面容量により、隣接する選択およびデータラインに存在す
る結合に起因してフレームの持続期間にわたり電圧レベルを維持するにはピクセル・キャ
パシタが不十分なため、通常はピクセル電極ＥＰｎ，ｍと能動マトリクスの導電レベルの
間に蓄積キャパシタが形成されて備えられる。当該ピクセル蓄積キャパシタは、各種の仕
方で製造され、考慮対象である能動マトリクス技術に応じて単独で、または組み合わせて
用いてもよい。本明細書に示す例では、ピクセル電極と前の選択ラインとの間に蓄積キャ
パシタＣｓｔが形成される、例えば、ピクセルＰｎ，ｍの場合、蓄積キャパシタＣｓｔは
、ピクセル電極ＥＰｎ，ｍと選択ラインｒｎ－１との間に形成される。当該キャパシタは
各種の仕方で形成することができる。例えば、ピクセル電極が前の選択ラインを部分的に
カバーするように、いわゆる「キャパシタ・オン・ゲート」構造が設計されている。導電
バスはまた、選択ラインの各対の間に提供することができ、これは前の選択ラインに電気
的に接続されている。
【００２６】
　図に示す例では、各ピクセル電極と、通常は接地面と呼ばれる導電面ＧＰとの間に形成
され、基準電圧ＶＧＰに調整され、実際にはマトリクスの選択およびデータラインの下方
または上方に置かれる追加的な蓄積キャパシタＣｓｔＧＰが存在する。
【００２７】
　本発明によれば、ラインの平面容量を増やすべく、マトリクスの各々の行選択ラインに
当該ライン用の安定化キャパシタが備えられている。このように、ラインが選択されてい
ない場合、当該ラインの平面容量は、当該ラインおよび当該ラインのピクセルが、ライン
ドライバ１からの対応出力の高インピーダンス状態に起因する各種の妨害に感応しないよ
うにできる。特に、複数ライン選択の影響が回避される。
【００２８】
　図２に本発明の第１実施形態を示し、これによればトランジスタと共にピクセルを含む
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マトリクスの能動ゾーンの外側の各ラインに安定化キャパシタが形成される。図に示す例
では、当該安定化キャパシタはラインドライバ１からの出力と、図に破線で示す能動ゾー
ンＺＡとの間に形成される。このように、ラインｒｎ－１に関連付けられた安定化キャパ
シタＣＬｎ－１およびラインｒｎに関連付けられたＣＬｎが存在する。各々の安定化キャ
パシタは、第１電極を形成する関連ラインと、基準電圧Ｖｒｅｆに給電される第２電極を
形成する導電バスＳＢとの間に形成される。基準電圧Ｖｒｅｆは、マトリクス内の全ての
安定化キャパシタについて共通である。
【００２９】
　基準電圧Ｖｒｅｆは、ディスプレイの特徴に応じて定義される特定の電圧であってもよ
い。当該電圧Ｖｒｅｆは直流電圧である。これは通常、接地面ＧＰ（図１）の電圧ＶＧＰ

、または対極の電圧ＶＣＥであってもよい。ラインドライバにより給電される基準電圧は
通常、マトリクス内のトランジスタの阻止電圧Ｖｇｏｆｆはも適している。基準電圧Ｖｒ

ｅｆは、マトリクス内の全ての安定化キャパシタについて共通である。
【００３０】
　一つの実際的かつ簡単な実施形態は、導電バスＳＰ、通常は垂直バスを能動マトリクス
上で、但し全ての選択ラインと交差する能動ゾーンの外側に形成するステップを含んでい
る。当該導電バスは、好適には既存の技術レベル、通常は図１に示すマトリクスの導電面
ＧＰと同一レベルにある少なくとも１個の絶縁層を通る選択ラインの導電レベルから分離
された導電レベルのマトリクスに形成することができる。
【００３１】
　図３～５に本発明の安定化キャパシタの他の実施形態を示し、この場合は能動ゾーン内
に安定化キャパシタが形成される。当該実施形態において、選択ラインｒｎの安定化キャ
パシタはマトリクスの能動ゾーンに形成され、当該選択ラインに沿って分散されている。
これは、Ｍ個の並列な基本キャパシタに等価である。すなわち１列（またはデータライン
）に１個ずつ、ＣＬｎ，ｍ、ＣＬｎ，ｍ＋１．．．となる。
【００３２】
　図３に示す例示的な実施形態において、導電バスＳＰは、基準電圧レベルＶｒｅｆに調
整された透明な導電材料であるマトリクスの選択およびデータラインの下方または上方に
設けられた導電面の形で用いる。当該平面ＳＰは、少なくとも１個の絶縁レベルにより選
択ラインレベルから分離された選択ラインを向く固体部品を有し、従って本発明による選
択ラインの安定化キャパシタを形成する。
【００３３】
　上の結果、選択ラインに関連付けられた基本安定化キャパシタ、例えば列Ｃｏｌｍ上の
ラインｒｎ－１に関連付けられた基本キャパシタＣＬｎ－１，ｍが得られる。当該安定化
キャパシタＣＬｎ－１，ｍは、ピクセル列Ｃｏｌｍの選択ラインｒｎ－１と導電面ＳＰと
の間に接続されている。ラインｒｎ－１の当該基本安定化キャパシタは、ピクセルＰｎ，

ｍの蓄積キャパシタＣｓｔと共通の電極を備えている。当該蓄積キャパシタＣｓｔは列Ｃ
ｏｌｍにおいて、ピクセル電極ＥＰｎ，ｍと前の選択ラインｒｎ－１との間の形成されて
いる。
【００３４】
　導電面ＳＰがピクセル電極の下に固体部品を含んでいる場合、各ピクセルに対して追加
的な蓄積キャパシタＣｓｔ’をも形成する。この追加的な蓄積キャパシタＣｓｔ’は図中
ではピクセルＰｎ，ｍについて表わされている。当該キャパシタＣｓｔ’は、関係する電
極に対向する平面の部分により、ピクセル電極ＥＰｎ，ｍと導電面ＳＰの間に形成されて
いる。
【００３５】
　好適には、当該導電面ＳＰは、マトリクスの選択およびデータラインの上方または下方
に配置された能動マトリクス内に既存の技術レベルで形成されている。
【００３６】
　特に図１からわかるように、現行技術によるいくつかの能動マトリクス構造において、
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ピクセル電極に対向する当該接地面の一部に対して、キャパシタＣｓｔＧＰが各ピクセル
電極と導電面ＧＰとの間に形成されている。
【００３７】
　当該導電面ＧＰは、透明な導電材料、例えばＩＴＯから作られている。これはトランジ
スタに対応する層の下に、換言すれば選択ラインおよびデータラインのマトリクスの下に
埋め込むことができる。この埋め込まれた接地面は、透明層に不透明層を加えた二層タイ
プであって、例えば光学スクリーンを形成するチタンから作られていてよい。これは、例
えば特許出願ＥＰ０６８２２８２号明細書（「遮蔽ピクセル構造を有する液晶ディスプレ
イ」）に記載されているようにマトリクスの選択およびデータラインの上方に配置されて
いてよい。当該導電面は次いで、ピクセル電極と選択およびデータラインとの間の寄生平
面容量によりフィールド・ラインをクリッピングする効果を有する遮蔽に対応する。
【００３８】
　従って、図１に示すように、能動マトリクスは、選択およびデータラインの上方または
下方に作られ、所定の基準レベルＶＧＰに調整された導電面ＧＰを公知の仕方で含んでい
て、当該ピクセル電極と当該導電面との間に形成されていて、各ピクセルに関連付けられ
た蓄積キャパシタＣｓｔＧＰを提供する導電面を与えることができる。
【００３９】
　図３に、ＧＰで表わすそのような既存の平面を示す。当該平面を導電面として用いて本
発明によるライン安定化キャパシタを形成する場合、これは当該図のＳＰおよびＧＰ平面
を一致させることに等しい。キャパシタＣｓｔ’は次いで、ピクセル電極とＧＰ平面（図
を簡潔にすべく図３に示さず）との間に形成されたキャパシタＣｓｔＧＰに一致する。
【００４０】
　当該ＧＰ平面が連続的な導電面でない場合、換言すれば、くり抜かれている場合、本発
明の利用は、必要に応じて本発明によるライン安定化キャパシタを形成するために選択ラ
インに対向する固体部品も有しているように図面を単に修正するだけでよい。
【００４１】
　本発明の上述のような実施形態の利点の一つは、マトリクスの最新の技術レベルを利用
する点であり、製造面および技術レベルの数を抑制する意味で有利である。
【００４２】
　図４、５に示す別の例示的な実施形態において、特定の導電バスが能動マトリクスに追
加されている。本実施形態では、基本選択ライン安定化キャパシタ、例えば列Ｃｏｌｍ内
のラインｒｎ－１のキャパシタＣＬｎ－１，ｍが行選択ラインｒｎ－１に接続されていて
、基準電圧Ｖｒｅｆに調整された当該特定導電バスと共に形成されている。当該基準電圧
は通常、特定の電圧であってよいＤＣ電源電圧、あるいはラインドライバ１が出力する電
源電圧であってもよい。実際には、当該特定電圧は、交差するトラック（結合）のスイッ
チングに感応しない安定的な直流電圧でなければならない。通常、トランジスタ阻止電圧
Ｖｇｏｆｆまたは接地面ＧＰに印加された基準電圧が好適には用いられる。電圧レベルは
基本的に、導体の当該ネットワークにより発生する寄生電圧から生じる光学的な外向きの
回転または漏出（液晶分子の向きが不適切）のリスクを限定すべく決定される。
【００４３】
　図４に示す例において、当該バスは水平導体Ｂｎ－１、Ｂｎのネットワークを含んでい
て、その各々が一対の選択ラインｒｎ－１、ｒｎの間に、かつこれらと並列に配置されて
いる。
【００４４】
　図５に示す例において、当該バスは垂直導体Ｂｍ、Ｂｍ＋１のネットワークを含んでい
て、その各々が一対のデータラインｃｍ、ｃｍ＋１の間に、かつこれらと並列に配置され
ている。
【００４５】
　図４の水平導体のネットワークの一つの例示的な実施形態において、実際には、使用す
る金属は、データラインｃｍ（ＴＦＴトランジスタのソース／ドレイン金属）、例えばラ
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イン安定化キャパシタを形成するモリブデン（Ｍｏ）と同種であってよい。交差エリアの
外側に、好適には並列な選択ラインの金属レベル、例えばチタンおよびモリブデン（Ｔｉ

Ｍｏ）の二重層が用いられる。
【００４６】
　実際には、図５の垂直導体のネットワークは、選択ライン（ＴｉＭｏ）で使用したもの
と同種の金属から形成することができる。交差エリアの外側ではデータラインの並列な金
属レベル（Ｍｏ）を使用することができる。
【００４７】
　これらの水平または垂直導体はまた、埋め込み接地面または遮蔽物の技術レベル、ある
いはデータおよび選択ラインの下方または上方に配置された特別の導電レベルを用いて、
但し連続的な平面ではなく並列な導体のネットワークの形式で形成することができる。
【００４８】
　本発明の一態様によれば、当該特定バスの設計が、ピクセル電極に対向する部分を少な
くとも備えるべく規定されていれば、当該特定バスをピクセルの追加的な記憶バスとして
用いられることができる。本発明の当該態様を用いる可能性は主として、ピクセル内で使
用可能なスペース、必要な効率、修理可能性等に依存する。
【００４９】
　図４に、ピクセル電極ＥＰｎ，ｍに関連付けられたピクセル蓄積キャパシタ。および本
発明による選択ラインｒｎ－１に関連付けられた安定化キャパシタの等価電気回路を示す
。
【００５０】
　従って、結果的にピクセル電極ＥＰｎ，ｍ、蓄積キャパシタＣｓｔ、安定化キャパシタ
ＣＬｎ－１，ｍ、特定バスｒｎ－１が全て直列の状態で得られる。
【００５１】
　各選択ラインに関連付けられた導体の設計が、ピクセル電極ＥＰｎ，ｍの下を通過する
ようになされている場合、ピクセル電極に対向するバスの部分もまた、図４でピクセル電
極ＥＰｎ，ｍと当該バスとの間の破線で示すように、追加的な蓄積キャパシタＣｓｔ’と
して用いられる。これは通常、ネットワーク内の各導体がピクセル電極の行の下を通過す
るように、かつ当該ラインの上方または下方を通過するように当該選択ラインに向かうオ
フセットを備える回路を配置して、当該ラインの安定化キャパシタを形成することにより
得られる。導体が各ピクセル電極に対向する事実から、付随する追加的な蓄積キャパシタ
Ｃｓｔ’が形成される。実際には、これらの水平導体は、ピクセル電極の下を通過する部
分に関しては、選択ラインと同じレベルに、例えば透明な導電材料、通常はＩＴＯから形
成することができる。好適には、データライン・レベルを用いて、選択ラインのオフセッ
トを形成して、選択ラインの上方を通過するようにできる。その結果、特定の導体の当該
ネットワークのために追加的な技術レベルを一切用いていない。
【００５２】
　同様に、図５に蓄積キャパシタＣｓｔ、安定化キャパシタＣＬｎ－１，ｍ、および少な
くとも一部が考慮対象であるピクセル電極の下を通過するように導電バスの設計がなされ
ている場合に得られる蓄積キャパシタＣｓｔ’を破線で示す。実際には、当該垂直導体は
データラインと同一レベルに、例えば透明な導電材料、通常はＩＴＯにより形成すること
ができる。
【００５３】
　一般に、導電面または導体のネットワークで形成された本発明による導電バスは好適に
は、ピクセル開口率に支障をきたさないように透明な導電材料から形成されている。特に
当該バスと共に形成されている追加的な蓄積キャパシタから利益を享受することが求めら
れている場合のように、特にピクセル電極の下方または上方にある部分を含んでいる場合
、当該部分は透明な導電材料、例えばＩＴＯで形成されていなければならない。他の部分
、特に自身が不透明な選択ラインに対向する部分は不透明な導電材料で形成されていてよ
い。本実施形態のこれらの実際的な態様は、選択された設計オプションおよび考慮する技
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【００５４】
　図６に、図２に関して示すように能動ゾーンの外側で本発明による安定化キャパシタの
第１実施形態に適用可能な本発明の改良を示す。当該安定化キャパシタは分散されている
。すなわち、並列なｎ個の基本キャパシタで構成されている。例えば、選択ラインｒｎ－

１にはｋ個の並列な基本キャパシタＣ１，ｎ－１、．．．．Ｃｋ，ｎ－１、選択ラインｒ

ｎにはｋ個の並列な基本キャパシタＣ１，ｎ、．．．．Ｃｋ，ｎが存在する。
【００５５】
　所与のディスプレイが最適な表示性能を発揮すべく決定された本発明による安定化キャ
パシタの値（キャパシタンス）をＣで表わせば、各基本キャパシタの値はＣ／ｋに等しい
。これらｋ個の基本キャパシタは、選択ラインと交差するｋ個の導電バスを用いて得られ
る。
【００５６】
　このような実施形態は、ラインと垂直バスとの交差箇所で短絡が生じた場合にマトリク
スの修復が容易なことが利点である。短絡の特定は、例えばドライバおよびマトリクスの
機能テストの間に、基本キャパシタを短絡させる垂直方向の欠陥を視覚的にマーク付けす
ることにより行なえることが知られている。障害が発生した基本キャパシタは次いで、分
離することができる。例えば図６に示すように、基本キャパシタＣＬ２，ｎは、通常はレ
ーザーを用いて、各々の側に切り欠き「ａ」を形成することにより分離される。Ｃ／ｋの
値の決定は、障害を発生したサブキャパシタを分離した後で、ラインドライバ１の動作、
またはピクセルへのビデオ表示に支障が極めて僅かであるか、または全く無いように行な
われる。次いで等価な安定化キャパシタンスは（ｋ－１）Ｃ／ｋに等しくなる。
【００５７】
　安定化キャパシタ・バスが透明または不透明である態様は、図２、６に関して示す変型
実施形態では安定化キャパシタがマトリクスの能動ゾーンの外側で形成されるため、重要
でない点に注意されたい。
【００５８】
　これまで述べてきた本発明は、マトリクスにおける既存の技術レベルを用いて形成でき
、本発明の利用により信頼性の高い修理が可能になるため、能動マトリクス液晶スクリー
ンにおける表示品質を、大小にかかわらずスクリーンの製造効率に影響を及ぼすことなく
向上させることができる。記載した各種の実施形態は特に、考慮対象である能動マトリク
スの既存の技術レベルに応じて選択されている。特に、これらは蓄積キャパシタの形成に
用いる技術レベルに依存する。
【００５９】
　特に、これは全てインピーダンス出力が高いという特別な特徴を有する一体型ドライバ
を備えた能動マトリクスを用いるディスプレイに適用できる。しかし、選択されていない
選択ラインが、自身の近傍での電気的変化に感応する都度、より一般的に適用可能である
。
【図面の簡単な説明】
【００６０】
【図１】現行技術による能動マトリクスの電気系統図を示す。
【図２】本発明によるライン安定化キャパシタの第１実施形態を示す。
【図３】当該キャパシタの別の実施形態を示す。
【図４－５】各々図３に示す実施形態の変型例を示す。
【図６】図２に示す実施形態の変型例を示す。
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于液晶显示器的有源矩阵。稳压电容的第一个电极连接到选择线（r n 
），稳压电容的第二个电极连接到参考电压（V ref ）我有联系。本发明
尤其可以应用于具有集成驱动器的有源矩阵型液晶矩阵显示器。
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